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示 

岐
阜
県
告
示
第
二
百
五
十
二
号 

 

国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
岐

阜
県
土
地
利
用
基
本
計
画
（
昭
和
五
十
年
岐
阜
県
告
示
第
五
百
四
十
九
号
）
を
変
更
し
た
の
で
、
同
条

第
十
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
関
係
図
書
は
、
岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
及
び
各
振
興
局
（
振
興
局
に
置
か
れ

る
事
務
所
を
含
む
。）
並
び
に
各
市
町
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
三
年
四
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岐
阜
県
知
事 

古 
 

田 
 
 
 
 

肇 
 
 

 

基
本
計
画
書
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

１ 

土
地
利
用
の
基
本
方
向 

 
 

⑴ 

県
土
利
用
の
基
本
方
針 

〜
「
持
続
可
能
な
県
土
管
理
に
向
け
て
」
〜 

 
 
 

ア 

県
土
利
用
の
基
本
理
念 

 
 
 
 
 

本
県
北
部
の
飛 

地
域
は
、
御
嶽
山
、
乗
鞍
岳
、
奥
穂
高
岳
な
ど
標
高
三
，
〇
〇
〇
ｍ
を

超
え
る
山
々
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
南
部
の
美
濃
地
域
は
濃
尾
平
野
に
木
曽
川
、
長

良
川
、
揖
斐
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
岐
阜
県
は
古
く
か
ら
「
飛
驒
の
山
」、「
美
濃
の
水
」

と
い
う
意
味
で
「
飛
山
濃
水
の
地
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
様
な
自
然
は
、
県
民
の

多
く
が
自
慢
に
思
う
「
ふ
る
さ
と
の
誇
り
」
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
、
県
土
面
積
の
約
八
割

を
占
め
る
森
林
が
生
み
出
す
豊
か
な
水
は
、
全
国
有
数
の
美
し
さ
を
誇
る
川
か
ら
海
に
通
ず

る
豊
か
な
清
流
と
な
り
、
様
々
な
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

こ
の
先
人
の
た
ゆ
み
の
な
い
努
力
に
よ
っ
て
守
り
育
て
ら
れ
た
自
然
豊
か
な
県
土
の
利
用
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に
あ
た
っ
て
は
、
県
土
が
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る
県
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
る

と
と
も
に
、
生
活
及
び
生
産
を
通
ず
る
諸
活
動
の
共
通
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
公
共

の
福
祉
を
優
先
さ
せ
、
自
然
環
境
の
保
全
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
自
然
的
、
社
会
的
、
経
済

的
及
び
文
化
的
な
生
活
環
境
の
確
保
と
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
こ
と
を
基
本
理
念
と

し
て
、
諸
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 
 
 

イ 

県
土
利
用
を
め
ぐ
る
諸
状
況
の
変
化 

 
 
 
 
 

今
後
の
県
土
の
利
用
を
計
画
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
県
土
利
用
を
め
ぐ
る
次
の
よ
う
な
諸

状
況
の
変
化
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 

【
人
口
減
少
社
会
の
到
来
と
高
齢
化
の
進
展
】 

 
 
 
 
 

岐
阜
県
の
総
人
口
は
既
に
増
加
か
ら
減
少
に
転
じ
、
少
子
化
が
進
行
し
て
い
る
一
方
、
六

十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
率
は
上
昇
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
の
よ
う
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
進
展
の
中
で
、
県
全
体
と
し
て
は
市
街
化
の
圧
力
は

弱
ま
り
、
農
地
、
森
林
か
ら
宅
地
等
へ
の
土
地
利
用
転
換
が
鈍
化
す
る
こ
と
が
見
通
さ
れ
ま

す
が
、
一
部
の
収
益
性
や
利
便
性
の
高
い
地
域
に
お
い
て
土
地
需
要
は
見
込
ま
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

ま
た
、
都
市
に
お
い
て
は
、
人
口
の
減
少
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
、
増
加
す
る
低

未
利
用
地
等
に
よ
り
土
地
利
用
効
率
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 

【
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
】 

 
 
 
 
 

東
海
環
状
自
動
車
道
東
回
り
区
間
の
開
通
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
全
線
開
通
、
中
部
国

際
空
港
の
開
港
等
に
続
き
、
東
海
環
状
自
動
車
道
西
回
り
区
間
や
中
部
縦
貫
自
動
車
道
等
の

工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
充
実
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

さ
ら
に
、
概
ね
二
〇
二
七
年
頃
を
目
途
に
東
京
・
名
古
屋
間
を
結
ぶ
中
央
新
幹
線
の
整
備

の
計
画
が
進
ん
で
お
り
、
地
域
経
済
へ
の
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
京
と
富
山
・
金
沢
を
結
ぶ
北
陸
新
幹
線
が
二
〇
一
四
年
度
に
開
通
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
の
進
展
等
に
よ
り
農
林
畜
産
業
や
製
造
業
な
ど
の
地
場

産
業
に
お
い
て
厳
し
い
国
際
競
争
、
地
域
間
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
中
で
、
こ
う
し
た
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
は
、
人
、
モ
ノ
の
広
域
的
な
動
き
を
活
発
に
し
、
新
た
な
企
業
の

立
地
、
モ
ノ
づ
く
り
産
業
（
製
造
業
）、
農
林
畜
産
業
、
観
光
産
業
の
発
展
な
ど
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

 
 
 

【
安
全
性
へ
の
要
請
の
高
ま
り
】 

 
 
 
 
 

県
土
の
多
く
が
中
山
間
地
域
に
あ
る
こ
と
や
市
街
地
の
多
く
が
河
川
に
囲
ま
れ
た
低
い
平

地
に
立
地
す
る
等
災
害
に
対
し
て
脆
弱
な
構
造
を
有
し
て
い
る
と
い
う
要
因
に
加
え
て
、
近

年
の
局
地
的
な
豪
雨
等
の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
の
増
加
、
東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
や
内

陸
直
下
型
地
震
発
生
へ
の
懸
念
、
橋
梁
や
道
路
等
の
社
会
資
本
の
老
朽
化
に
対
す
る
対
応
、

農
林
地
の
管
理
放
棄
等
に
よ
る
管
理
水
準
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
県
土
の
安
全
性
に
対

す
る
要
請
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

【
環
境
、
自
然
の
美
し
さ
、
景
観
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
】 

 
 
 
 
 

自
然
環
境
の
悪
化
へ
の
懸
念
や
東
ア
ジ
ア
の
経
済
成
長
に
伴
う
資
源
制
約
の
高
ま
り
に
加

え
、
地
球
温
暖
化
等
地
球
規
模
の
環
境
問
題
が
顕
著
に
な
る
中
で
、
県
民
の
環
境
意
識
も
高

ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
う
し
た
中
、
清
流
と
美
し
い
山
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
は
、
県
民
の
「
ふ
る
さ
と

の
誇
り
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
自
然
を
未
来
に
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

ま
た
、
農
山
村
の
荒
廃
等
に
よ
る
地
域
特
有
の
景
観
や
落
ち
着
い
た
都
市
景
観
の
喪
失
、

生
活
環
境
、
自
然
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
一
方
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
心
の
豊
か
さ

に
対
す
る
志
向
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
平
成
十
六
年
に
は
景
観
法
が
制
定
さ
れ
、
良
好
な
景

観
形
成
に
向
け
て
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
人
の
営
み
と
自
然
の
営
み
の
調
和
を
図

る
こ
と
に
よ
り
美
し
く
ゆ
と
り
あ
る
県
土
利
用
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

【
地
方
分
権
と
住
民
参
加
の
進
展
】 

 
 
 
 
 

地
域
間
の
交
流
・
連
携
が
進
む
中
で
、
都
市
住
民
が
森
林
づ
く
り
活
動
へ
参
加
す
る
等
、

土
地
利
用
に
関
し
多
様
な
主
体
の
関
わ
り
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
地
利
用
諸
制
度

に
か
か
る
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
の
中
で
、
創
意
工
夫
あ
る
取
り
組
み
の
重
要
性
も
高
ま
っ

て
い
ま
す
。 

 
 
 

ウ  

県
土
利
用
の
課
題 

 
 
 
 
 

今
後
の
県
土
利
用
の
課
題
は
、
県
土
利
用
を
め
ぐ
る
諸
状
況
を
踏
ま
え
、
土
地
の
効
率
的

利
用
、
土
地
需
要
の
調
整
の
観
点
か
ら
県
土
の
有
効
利
用
を
図
り
土
地
需
要
の
量
的
調
整
を

行
う
こ
と
、
地
域
の
活
力
を
生
み
出
し
安
全
性
へ
の
要
請
や
環
境
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
こ

た
え
る
県
土
利
用
の
質
的
向
上
を
図
る
こ
と
、
さ
ら
に
土
地
利
用
の
影
響
の
広
域
化
や
多
様

な
参
加
主
体
の
関
わ
り
の
増
大
等
を
踏
ま
え
県
土
利
用
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
良
い
状
態
で
県
土
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
「
持
続
可
能
な

県
土
管
理
」
を
行
う
こ
と
で
す
。 

 
 
 

エ  

持
続
可
能
な
県
土
管
理
の
基
本
方
向 
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土
地
需
要
の
量
的
調
整 

 
 
 
 
 
 

都
市
的
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
土
地
の
高
度
利
用
、
低
未
利
用
地
の
有
効
利
用
の
促

進
に
よ
り
土
地
利
用
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
計
画
的
に
良
好
な
市
街
地
の
形
成
と

再
生
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

農
林
業
等
に
供
す
る
土
地
利
用
を
含
む
自
然
的
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
、
食
料
等
の
安
定
供
給
と
自
給
能
力
の
向
上
、
自
然
循
環
シ
ス
テ
ム
の
維
持
、
生
物

多
様
性
の
確
保
等
に
配
慮
し
つ
つ
、
適
正
な
保
全
と
耕
作
放
棄
地
等
の
適
切
な
利
用
を
図

り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

ま
た
、
森
林
、
原
野
、
農
用
地
、
宅
地
等
の
相
互
の
土
地
利
用
の
転
換
は
、
容
易
に
は

元
へ
戻
せ
な
い
こ
と
、
生
態
系
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
の
様
々
な
循
環
系
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
等
を
考
慮
し
、
慎
重
な
配
慮
の
下
で
計
画
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

県
土
利
用
の
質
的
向
上 

 
 
 
 
 
 

県
土
利
用
の
質
的
向
上
に
関
し
て
は
、
県
土
利
用
を
め
ぐ
る
諸
状
況
を
踏
ま
え
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
県
土
利
用
、
清
流
と
自
然
を
守
り
美
し
く
ゆ
と
り
あ
る
県
土
利
用
、
地
域

の
活
力
が
創
出
さ
れ
る
県
土
利
用
と
い
っ
た
観
点
を
基
本
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 

【
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
県
土
利
用
】 

 
 
 
 
 
 

県
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
県
土
利
用
の
面
か
ら
は
、
災
害
に
対
す
る
地
域
ご

と
の
特
性
を
踏
ま
え
た
適
正
な
利
用
を
基
本
と
し
、被
災
時
の
被
害
の
最
小
化
を
図
る「
減

災
」
の
考
え
方
を
踏
ま
え
て
橋
梁
や
道
路
等
社
会
資
本
の
計
画
的
な
維
持
管
理
、
水
系
の

総
合
的
管
理
、
農
用
地
の
管
理
保
全
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
向
上
等
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
安
全
性
を
総
合
的
に
高
め
て
い
き
ま
す
。 

 
 
 
 

【
清
流
と
自
然
を
守
り
美
し
く
ゆ
と
り
あ
る
県
土
利
用
】 

 
 
 
 
 
 

美
し
い
自
然
や
地
球
環
境
を
未
来
へ
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
森
・
川
・
海
を
つ
な
ぐ
清

流
と
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
、
地
球
温
暖
化
の

防
止
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
・
活
用
等
に
取
り
組
み
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
配
慮

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

ま
た
、
美
し
く
ゆ
と
り
あ
る
県
土
利
用
を
進
め
る
た
め
に
、
ゆ
と
り
あ
る
都
市
環
境
の

形
成
、
農
山
村
に
お
け
る
緑
豊
か
な
環
境
の
確
保
、
歴
史
的
・
文
化
的
風
土
の
保
存
、
地

域
の
自
然
的
・
社
会
的
条
件
等
を
踏
ま
え
た
個
性
あ
る
景
観
の
保
全
・
形
成
等
を
図
り
ま

す
。 

 
 
 
 

【
地
域
の
活
力
が
創
出
さ
れ
る
県
土
利
用
】 

 
 
 
 
 
 

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
の
変
化
の
中
で
、
地
域
の
活
力
を
生
み
出
し
て

い
く
た
め
に
、
広
域
的
な
交
流
拡
大
に
つ
な
が
る
道
路
の
整
備
等
に
よ
り
新
た
な
企
業
の

誘
致
、
人
・
モ
ノ
の
交
流
拡
大
を
図
り
、
モ
ノ
づ
く
り
産
業
（
製
造
業
）、
農
林
畜
産
業
、

観
光
産
業
等
の
地
域
産
業
を
振
興
す
る
と
と
も
に
人
が
集
ま
り
経
済
が
循
環
す
る
拠
点
性

の
高
い
地
域
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

総
合
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

 
 
 
 
 
 

土
地
利
用
に
関
し
様
々
な
関
係
性
の
深
ま
り
や
多
様
な
主
体
の
関
わ
り
の
増
大
を
踏
ま

え
、
地
域
に
お
い
て
総
合
的
な
観
点
で
県
土
利
用
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
の
合
意

形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
慎
重
な
土
地
利
用
転
換
、
土
地
の
有
効
利
用
、
県
土
利
用
の
質

的
向
上
等
の
視
点
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に
即
し
て
県
土
利
用
の
諸
問
題
に
柔
軟
か
つ

能
動
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
土
地
利
用
の
影
響
の
広
域
性
を
踏
ま
え

地
域
間
の
適
切
な
調
整
に
配
慮
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

さ
ら
に
、
県
、
市
町
村
に
よ
る
公
的
な
役
割
の
発
揮
、
土
地
所
有
者
等
に
よ
る
適
切
な

管
理
に
加
え
、
都
市
住
民
の
森
林
づ
く
り
へ
の
参
加
等
、
県
民
と
の
多
様
な
連
携
に
よ
る

県
土
管
理
を
推
進
し
ま
す
。 

 
 

⑵ 

地
域
類
型
別
の
県
土
利
用
の
基
本
方
向 

 
 
 
 

都
市
、
農
山
村
、
自
然
維
持
地
域
の
県
土
利
用
の
基
本
方
向
を
以
下
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

な
お
、
地
域
類
型
別
の
県
土
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
相
互
の
関
係
性
に
か
ん
が
み
、
各
地
域
類

型
を
別
個
に
と
ら
え
る
だ
け
で
な
く
、
相
互
の
機
能
分
担
、
交
流
・
連
携
と
い
っ
た
地
域
類
型

別
の
つ
な
が
り
を
双
方
向
的
に
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 
 
 

ア  

都
市 

 
 
 
 
 

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
、
地
域
の
活
力
を
創
出
す
る
た
め
、
集
約
型
都
市
構

造
（
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
）
を
視
野
に
入
れ
、
安
全
性
、
環
境
へ
の
負
荷
、
美
し
さ
に
配
慮

し
た
拠
点
性
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
の
た
め
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
都
市
機
能
の
集
積
や
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
推

進
し
つ
つ
、
既
成
市
街
地
に
お
い
て
は
再
開
発
等
に
よ
り
土
地
利
用
の
高
度
化
を
図
る
と
と

も
に
低
未
利
用
地
の
有
効
利
用
を
促
進
し
ま
す
。
市
街
化
を
図
る
区
域
に
お
い
て
は
、
地
域

の
合
意
を
踏
ま
え
、
計
画
的
に
良
好
な
市
街
地
等
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
新
た
な
土

地
需
要
が
あ
る
場
合
に
は
既
存
の
低
未
利
用
地
の
再
利
用
を
優
先
さ
せ
る
一
方
、
農
用
地
や

森
林
を
含
む
自
然
的
土
地
利
用
か
ら
の
転
換
は
抑
制
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

ま
た
、
災
害
に
強
い
安
全
な
都
市
の
形
成
、
都
市
緑
化
等
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
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い
都
市
の
形
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
良
好
な
ま
ち
な
み
景
観
の
形
成
等
に
よ
り
美
し
く
ゆ

と
り
あ
る
環
境
の
形
成
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 

イ  

農
山
村 

 
 
 
 
 

農
山
村
は
、
生
産
と
生
活
の
場
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
美
し
い
景
観

を
有
す
る
等
県
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
農
林
畜
産
業
、
地
域
産
業
の
振

興
、
生
活
環
境
の
整
備
、
農
山
村
と
都
市
の
交
流
促
進
を
推
進
し
、
活
力
あ
る
農
山
村
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
森
林
整
備
や
適
切
な
農
業
用
施
設
等
の
保
全
管
理
に
よ
り
災
害
に
強

い
農
山
村
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
の
よ
う
な
対
応
の
中
で
、
優
良
農
用
地
や
森
林
を
確
保
し
、
地
域
住
民
に
加
え
、
企
業
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
都
市
住
民
な
ど
の
多
様
な
参
加
に
よ
っ
て
適
切
な
管
理
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
あ

わ
せ
て
、
農
山
村
に
お
け
る
景
観
、
生
態
系
の
維
持
・
形
成
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市
と
の

機
能
分
担
や
交
流
・
連
携
を
促
進
す
る
こ
と
を
通
じ
、
効
率
的
な
土
地
利
用
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

農
地
と
宅
地
の
混
在
す
る
地
域
で
は
、
農
業
生
産
活
動
と
地
域
住
民
の
生
活
環
境
が
調
和

す
る
よ
う
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
計
画
的
か
つ
適
切
な
土
地
利
用
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 

ウ 

自
然
維
持
地
域 

 
 
 
 
 

高
い
価
値
を
有
す
る
原
生
的
な
自
然
の
地
域
や
野
生
生
物
の
重
要
な
生
息
・
生
育
地
、
す

ぐ
れ
た
自
然
の
風
景
地
な
ど
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
に
維
持
す
べ
き
地
域
に
つ
い
て
は
、

野
生
生
物
の
生
息
・
生
育
空
間
の
適
切
な
配
置
や
連
続
性
を
確
保
し
つ
つ
、
自
然
環
境
が
劣

化
し
て
い
る
場
合
は
再
生
す
る
こ
と
等
に
よ
り
適
正
に
保
全
し
ま
す
。
そ
の
際
、
外
来
生
物

の
侵
入
や
野
生
鳥
獣
被
害
等
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
同
観
点
か
ら
都
市
・
農
山
村
と

の
適
切
な
関
係
の
構
築
を
図
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
自
然
環
境
デ
ー
タ
の
整
備
等
を
総
合
的

に
図
り
ま
す
。
ま
た
、
適
正
な
管
理
の
下
、
自
然
の
特
性
を
踏
ま
え
つ
つ
自
然
体
験
・
学
習

等
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の
利
用
を
図
り
ま
す
。 

 
 

⑶ 

地
域
別
の
県
土
利
用
の
基
本
方
向   

 
 
 
 

地
域
別
の
利
用
区
分
ご
と
の
規
模
の
目
標
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
土
地
、
水
、
自
然
な

ど
の
県
土
資
源
の
有
限
性
を
踏
ま
え
、当
該
地
域
の
振
興
を
図
る
た
め
、地
域
固
有
の
自
然
的
、

社
会
的
、
経
済
的
特
性
に
対
応
す
る
土
地
利
用
を
確
保
し
、
環
境
の
保
全
が
図
ら
れ
る
よ
う
適

切
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 

地
域
の
区
分
は
、
岐
阜
地
域
（
岐
阜
市
、
羽
島
市
、
各
務
原
市
、
山
県
市
、
瑞
穂
市
、
本
巣

市
、
羽
島
郡
及
び
本
巣
郡
）、
西
濃
地
域
（
大
垣
市
、
海
津
市
、
養
老
郡
、
不
破
郡
、
安
八
郡
及

び
揖
斐
郡
）、
中
濃
地
域
（
関
市
、
美
濃
市
、
美
濃
加
茂
市
、
可
児
市
、
郡
上
市
、
加
茂
郡
及
び

可
児
郡
）、
東
濃
地
域
（
多
治
見
市
、
中
津
川
市
、
瑞
浪
市
、
恵
那
市
及
び
土
岐
市
）、
飛 

地

域
（
高
山
市
、
飛 

市
、
下
呂
市
及
び
大
野
郡
）
の
五
区
分
と
し
ま
す
。 

 
 
 

ア 

岐
阜
地
域 

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
に
は
、
岐
阜
市
、
羽
島
市
、
各
務
原
市
な
ど
の
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

本
県
の
行
政
、
経
済
の
中
心
と
し
て
、
県
全
体
の
約
四
割
の
八
十
万
の
人
口
が
集
中
し
て
い

る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
れ
ら
の
地
区
は
、
本
県
の
中
核
を
な
す
地
区
と
し
て
、
駅
周
辺
等
の
市
街
地
に
つ
い
て

低
未
利
用
地
の
有
効
利
用
・
再
開
発
等
の
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
住
宅
地
・

商
業
地
等
を
適
正
に
配
置
し
、
自
然
、
文
化
、
歴
史
、
新
幹
線
・
幹
線
道
路
等
の
交
通
の
利

便
性
を
活
か
し
た
良
好
な
市
街
地
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
市
街
地
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
安
全
性
、
環
境
、
景
観
に
十
分
配
慮
し
て
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
東
海
環
状
自

動
車
道
西
回
り
区
間
等
の
交
通
基
盤
の
整
備
や
景
気
動
向
を
踏
ま
え
、
企
業
誘
致
を
進
め
る

た
め
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し
、
計
画
的
に
工
業
用
地
の
確
保
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
え
だ
ま
め
や
い
ち
ご
な
ど
の
野
菜
、
か
き
な
ど
の
果
実
を
中
心

と
す
る
都
市
近
郊
農
業
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
優
良

農
用
地
の
確
保
と
整
備
、
耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

北
部
は
、
ス
ギ
を
中
心
と
し
た
林
業
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
林
業
振
興
を
図
る

と
と
も
に
県
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
等
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
の
た
め
の
適
正
な
森
林
管

理
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

地
域
の
良
好
な
自
然
及
び
貴
重
な
動
植
物
種
を
守
る
た
め
、
飛
騨
木
曽
川
国
定
公
園
等
の

優
れ
た
自
然
環
境
は
、
適
正
に
保
全
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、土
砂
災
害
対
策
、治
水
対
策
、

大
規
模
地
震
対
策
を
進
め
ま
す
。 

 
 
 

イ  

西
濃
地
域 

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
に
は
、
大
垣
市
を
中
心
に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
れ
ら
の
地
区
は
、
駅
周
辺
等
の
市
街
地
に
つ
い
て
低
未
利
用
地
の
有
効
利
用
・
再
開
発

等
の
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
住
宅
地
・
商
業
地
等
を
適
正
に
配
置
し
、
自
然
、

文
化
、
歴
史
及
び
幹
線
道
路
等
の
交
通
の
利
便
性
を
活
か
し
た
良
好
な
市
街
地
の
整
備
を
図

り
ま
す
。
な
お
、
市
街
地
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
性
、
環
境
、
景
観
に
十
分
配
慮
し
て

計
画
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
東
海
環
状
自
動
車
道
西
回
り
区
間
等
の
交
通
基
盤
の
整
備
や

景
気
動
向
を
踏
ま
え
、
企
業
誘
致
を
進
め
る
た
め
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し
、
計
画
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的
に
工
業
用
地
の
確
保
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
県
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
農
地
が
広
が
り
、
大
区
画
ほ
場
で

の
水
田
農
業
や
施
設
園
芸
が
営
ま
れ
、
県
下
最
大
の
食
料
供
給
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
優
良
農
用
地
の
確
保
と
整
備
、
耕
作
放
棄
地
の
有
効
活

用
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

北
西
部
は
、
ス
ギ
を
中
心
と
し
た
林
業
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
林
業
振
興
を
図

る
と
と
も
に
県
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
等
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
の
た
め
の
適
正
な
森
林

管
理
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

地
域
の
良
好
な
自
然
及
び
貴
重
な
動
植
物
種
を
守
る
た
め
、
揖
斐
関
ヶ
原
養
老
国
定
公
園

等
の
優
れ
た
自
然
環
境
は
、
適
正
に
保
全
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、土
砂
災
害
対
策
、治
水
対
策
、

大
規
模
地
震
対
策
を
進
め
ま
す
。 

 
 
 

ウ 

中
濃
地
域 

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
に
は
、
関
市
、
美
濃
市
、
郡
上
市
、
美
濃
加
茂
市
、
可
児
市
に
お
い
て
市
街
地

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
れ
ら
の
地
区
は
、
駅
周
辺
等
の
市
街
地
に
つ
い
て
低
未
利
用
地
の
有
効
利
用
・
再
開
発

等
の
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
住
宅
地
・
商
業
地
等
を
適
正
に
配
置
し
、
自
然
、

文
化
、
歴
史
及
び
幹
線
道
路
等
の
交
通
の
利
便
性
を
活
か
し
た
良
好
な
市
街
地
の
整
備
を
図

り
ま
す
。
な
お
、
市
街
地
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
性
、
環
境
、
景
観
に
十
分
配
慮
し
て

計
画
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
交
通
基
盤
の
整
備
や
景
気
動
向
を
踏
ま
え
、
企
業
誘
致
を
進

め
る
た
め
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し
、
計
画
的
に
工
業
用
地
の
確
保
を
図
り
ま
す
。      

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
水
稲
、
野
菜
、
茶
等
を
中
心
と
し
て
、
中
山
間
地
の
特
徴
を
活

か
し
た
多
様
な
農
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
優
良

農
用
地
の
確
保
と
整
備
、
耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

中
央
部
か
ら
北
部
に
か
け
て
は
、
ス
ギ
を
、
東
部
は
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た
林
業
地
と
な

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
林
業
振
興
を
図
る
と
と
も
に
県
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
等
公
益
的

機
能
の
維
持
増
進
の
た
め
の
適
正
な
森
林
管
理
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

地
域
の
良
好
な
自
然
及
び
貴
重
な
動
植
物
種
を
守
る
た
め
、
飛
騨
木
曽
川
国
定
公
園
、
奥

長
良
川
県
立
自
然
公
園
等
の
優
れ
た
自
然
環
境
は
、
適
正
に
保
全
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、土
砂
災
害
対
策
、治
水
対
策
、

大
規
模
地
震
対
策
を
進
め
ま
す
。 

 
 
 

エ 

東
濃
地
域 

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
の
西
部
に
は
、
多
治
見
市
、
瑞
浪
市
、
土
岐
市
に
お
い
て
、
東
部
に
は
、
中
津

川
市
、
恵
那
市
に
お
い
て
市
街
地
が
そ
れ
ぞ
れ
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
れ
ら
の
地
区
は
、
駅
周
辺
等
の
市
街
地
に
つ
い
て
低
未
利
用
地
の
有
効
利
用
・
再
開
発

等
の
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
住
宅
地
・
商
業
地
等
を
適
正
に
配
置
し
、
自
然
、

文
化
、
歴
史
及
び
幹
線
道
路
等
の
交
通
の
利
便
性
を
活
か
し
た
良
好
な
市
街
地
の
整
備
を
図

り
ま
す
。
な
お
、
市
街
地
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
性
、
環
境
、
景
観
に
十
分
配
慮
し
て

計
画
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
交
通
基
盤
の
整
備
や
景
気
動
向
を
踏
ま
え
、
企
業
誘
致
を
進

め
る
た
め
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し
、
計
画
的
に
工
業
用
地
の
確
保
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、養
鶏
を
中
心
に
畜
産
産
出
額
が
五
地
域
中
最
も
大
き
く
、ま
た
、

東
部
で
は
く
り
の
生
産
が
盛
ん
で
す
。
今
後
も
、
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
優
良
農
用
地

の
確
保
と
整
備
、
耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

東
部
は
、
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た
林
業
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
林
業
振
興
を
図

る
と
と
も
に
県
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
等
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
の
た
め
の
適
正
な
森
林

管
理
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

地
域
の
良
好
な
自
然
及
び
貴
重
な
動
植
物
種
を
守
る
た
め
、
恵
那
峡
県
立
自
然
公
園
等
の

優
れ
た
自
然
環
境
は
、
適
正
に
保
全
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、土
砂
災
害
対
策
、治
水
対
策
、

大
規
模
地
震
対
策
を
進
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 

ま
た
、
中
央
新
幹
線
の
整
備
を
視
野
に
入
れ
た
土
地
利
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 
 

オ  

飛 

地
域 

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
に
は
、
高
山
市
、
飛 

市
、
下
呂
市
に
お
い
て
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
れ
ら
の
地
区
は
、
観
光
都
市
と
し
て
、
駅
周
辺
等
の
市
街
地
に
つ
い
て
低
未
利
用
地
の

有
効
利
用
・
再
開
発
等
の
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
住
宅
地
・
商
業
地
等
を
適

正
に
配
置
し
、
自
然
、
文
化
、
歴
史
及
び
幹
線
道
路
等
の
交
通
の
利
便
性
を
活
か
し
た
良
好

な
市
街
地
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
な
お
、
市
街
地
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
性
、
環
境
、

景
観
に
十
分
配
慮
し
て
計
画
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
等
の
交
通
基
盤

の
整
備
や
景
気
動
向
を
踏
ま
え
、
企
業
誘
致
を
進
め
る
た
め
、
周
辺
環
境
と
の
調
和
に
配
慮

し
、
計
画
的
に
工
業
用
地
の
確
保
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、
飛
騨
牛
や
ト
マ
ト
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
な
ど
高
冷
地
野
菜
の
生
産

が
盛
ん
で
、
農
畜
産
物
の
一
大
供
給
基
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
農
業
の
振
興
を
図
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る
た
め
、
優
良
農
用
地
の
確
保
と
整
備
、
耕
作
放
棄
地
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

北
部
は
ス
ギ
、
南
部
は
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た
林
業
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
林

業
振
興
を
図
る
と
と
も
に
県
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
等
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
の
た
め
の

適
正
な
森
林
管
理
を
図
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

中
部
山
岳
、
白
山
の
両
国
立
公
園
、
飛
騨
木
曽
川
国
定
公
園
や
、
七
つ
の
県
立
自
然
公
園

を
有
す
る
な
ど
、
全
国
で
も
有
数
の
自
然
景
観
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
地
域
の
良
好
な
自
然
及

び
貴
重
な
動
植
物
種
を
守
る
た
め
、こ
れ
ら
の
優
れ
た
自
然
環
境
は
、適
正
に
保
全
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

こ
の
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、土
砂
災
害
対
策
、治
水
対
策
、

大
規
模
地
震
対
策
、
火
山
災
害
対
策
を
進
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 

世
界
遺
産
「
白
川
郷
の
合
掌
造
り
集
落
」
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の
自
然
、
環
境
、
景
観
と

一
体
的
に
、
こ
の
文
化
遺
産
の
継
承
・
保
全
に
努
め
ま
す
。 

 
 

⑷ 

土
地
利
用
の
原
則 

 
 
 
 

県
土
利
用
は
、
土
地
利
用
基
本
計
画
図
に
図
示
さ
れ
た
都
市
地
域
、
農
業
地
域
、
森
林
地
域
、

自
然
公
園
地
域
、
自
然
保
全
地
域
の
五
地
域
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
次
の
原
則
に
従
っ
て
適
正

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。な
お
、五
地
域
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
地
域
に
お
い
て
は
、

当
該
地
域
の
特
性
及
び
周
辺
地
域
と
の
関
連
等
を
考
慮
し
て
適
正
な
土
地
利
用
を
図
る
も
の
と

し
ま
す
。 

 
 
 

ア  

都
市
地
域 

 
 
 
 
 

都
市
地
域
は
、
一
体
の
都
市
と
し
て
総
合
的
に
開
発
し
、
整
備
し
、
及
び
保
全
す
る
必
要

が
あ
る
地
域
で
す
。 

 
 
 
 
 

都
市
地
域
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
農
林
業
と
の
健
全
な
調
和
を
図
り
つ
つ
、
健
康
で

文
化
的
な
都
市
生
活
及
び
機
能
的
な
都
市
活
動
を
確
保
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

市
街
化
区
域（
都
市
計
画
法
第
七
条
第
一
項
の
市
街
化
区
域
を
い
う
。以
下
同
じ
。）は
、

す
で
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
区
域
及
び
優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
べ
き

区
域
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
安
全
性
、
快
適
性
、
利
便
性
等
に
十
分
配
慮
し
た
市
街

地
の
開
発
、
交
通
体
系
の
整
備
、
上
下
水
道
、
そ
の
他
の
都
市
施
設
の
整
備
を
計
画
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
当
該
地
域
内
の
樹
林
地
、
水
辺
地
等
自
然
環
境
を
形
成
し
て
い
る

も
の
で
、
良
好
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た
め
不
可
欠
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に

保
護
、
育
成
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

市
街
化
調
整
区
域
（
都
市
計
画
法
第
七
条
第
一
項
に
よ
る
市
街
化
調
整
区
域
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）
に
お
い
て
は
、
特
定
の
場
合
を
除
き
、
都
市
的
な
利
用
を
避
け
、
良
好
な
都

市
環
境
を
保
持
す
る
た
め
の
緑
地
等
の
保
全
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

市
街
化
区
域
及
び
市
街
化
調
整
区
域
以
外
の
都
市
地
域
に
お
け
る
用
途
地
域
（
都
市
計

画
法
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
る
用
途
地
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
内
の
土
地
利
用
に

つ
い
て
は
、
市
街
化
区
域
に
お
け
る
土
地
利
用
に
準
ず
る
も
の
と
し
、
用
途
地
域
以
外
の

都
市
地
域
に
お
い
て
は
、
土
地
利
用
の
動
向
を
踏
ま
え
、
環
境
及
び
農
林
地
の
保
全
に
留

意
し
つ
つ
、
都
市
的
な
利
用
を
認
め
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

イ 

農
業
地
域 

 
 
 
 
 

農
業
地
域
は
、
農
用
地
と
し
て
利
用
す
べ
き
土
地
が
あ
り
、
総
合
的
に
農
業
の
振
興
を
図

る
必
要
が
あ
る
地
域
で
す
。 

 
 
 
 
 

農
業
地
域
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
農
用
地
が
食
料
供
給
源
と
し
て
国
民
の
最
も
基
礎

的
な
土
地
資
源
で
あ
る
と
と
も
に
、
良
好
な
生
活
環
境
や
自
然
環
境
の
構
成
要
素
で
あ
る
こ

と
に
か
ん
が
み
、
現
況
農
用
地
は
、
極
力
そ
の
保
全
と
有
効
利
用
を
図
る
と
と
も
に
、
県
土

の
有
効
利
用
、
生
産
性
の
向
上
等
の
見
地
か
ら
農
用
地
区
域
（
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関

す
る
法
律
第
八
条
第
二
項
第
一
号
に
よ
る
農
用
地
等
と
し
て
利
用
す
べ
き
土
地
の
区
域
を
い

う
。
以
下
同
じ
。）
に
お
い
て
今
後
新
た
に
必
要
と
さ
れ
る
農
用
地
を
計
画
的
に
確
保
、
整
備

す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

農
用
地
区
域
内
の
土
地
は
、
農
業
生
産
の
基
盤
と
し
て
確
保
さ
れ
る
べ
き
土
地
で
あ
る

こ
と
に
か
ん
が
み
、
土
地
改
良
、
農
地
の
集
約
化
等
の
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を
計
画
的

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
他
用
途
へ
の
転
用
は
行
わ
な
い
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

農
用
地
区
域
を
除
く
農
業
地
域
内
の
農
地
等
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
等
農
業
以
外
の

土
地
利
用
計
画
と
の
調
整
を
了
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
転
用
は
極
力
調
整
さ
れ
た
計
画
等

を
尊
重
し
、
農
業
生
産
力
の
高
い
農
地
、
集
団
的
に
存
在
し
て
い
る
農
地
、
ま
た
は
農
業

に
対
す
る
公
共
投
資
の
対
象
と
な
っ
た
農
地
（
以
下
「
優
良
農
地
」
と
い
う
。）
は
、
後
順

序
に
転
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
、
農
業
以
外
の
土
地
利
用
計
画
と
の
調
整
を
了

し
な
い
地
域
及
び
農
業
以
外
の
土
地
利
用
計
画
の
存
し
な
い
地
域
に
お
い
て
は
、
優
良
農

地
の
転
用
は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

ウ 

森
林
地
域 

 
 
 
 
 

森
林
地
域
は
、
森
林
の
土
地
と
し
て
利
用
す
べ
き
土
地
が
あ
り
、
林
業
の
振
興
又
は
森
林

の
有
す
る
諸
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
地
域
で
す
。 

 
 
 
 
 

森
林
地
域
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
森
林
が
木
材
生
産
等
の
経
済
的
機
能
を
持
つ
と
と

も
に
、
県
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
、
保
健
休
養
、
自
然
環
境
の
保
全
等
の
公
益
的
機
能
を
通
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じ
て
県
民
生
活
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
必
要
な
森
林
の
確
保
を
図
る

と
と
も
に
森
林
の
有
す
る
諸
機
能
が
最
高
度
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
そ
の
整
備
を
図
る
も
の
と

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

保
安
林
（
森
林
法
第
二
十
五
条
第
一
項
に
よ
る
保
安
林
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
つ
い

て
、
県
土
保
全
、
水
源
か
ん
養
、
生
活
環
境
の
保
全
等
の
諸
機
能
の
積
極
的
な
維
持
増
進

を
図
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
適
正
な
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
他
用
途

へ
の
転
用
は
行
わ
な
い
も
の
と
し
ま
す
。                

 
 
 
 
 
 

保
安
林
以
外
の
森
林
地
域
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
機
能
及
び
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

を
図
る
も
の
と
し
、
林
地
の
保
全
に
特
に
留
意
す
べ
き
森
林
、
施
業
方
法
を
特
定
さ
れ
て

い
る
森
林
、
水
源
と
し
て
依
存
度
の
高
い
森
林
、
優
良
人
工
造
林
地
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず

る
天
然
林
等
の
機
能
の
高
い
森
林
に
つ
い
て
は
、
極
力
他
用
途
へ
の
転
用
を
避
け
る
も
の

と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

な
お
、
森
林
を
他
用
途
に
転
換
す
る
場
合
に
は
、
森
林
資
源
の
保
全
と
林
業
経
営
の
安

定
に
留
意
し
つ
つ
、
災
害
の
発
生
、
環
境
の
悪
化
等
公
益
的
機
能
の
低
下
を
防
止
す
る
こ

と
を
十
分
に
考
慮
し
て
、
周
辺
の
土
地
利
用
と
の
調
整
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

エ 

自
然
公
園
地
域 

 
 
 
 
 

自
然
公
園
地
域
は
、
優
れ
た
自
然
の
風
景
地
で
、
そ
の
保
護
及
び
利
用
の
増
進
を
図
る
必

要
が
あ
る
地
域
で
す
。 

 
 
 
 
 

自
然
公
園
地
域
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
自
然
公
園
が
優
れ
た
自
然
の
風
景
地
で
あ
り
、

そ
の
利
用
を
通
じ
て
県
民
の
保
健
、
休
養
及
び
教
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が

み
、
優
れ
た
自
然
の
保
護
と
そ
の
適
正
な
利
用
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

特
別
保
護
地
区
（
自
然
公
園
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
特
別
保
護
地
区
を
い
う
。）
に
つ

い
て
は
、
そ
の
設
定
の
趣
旨
に
即
し
て
景
観
の
厳
正
な
維
持
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

特
別
地
域
（
自
然
公
園
法
第
二
十
条
第
一
項
又
は
第
七
十
三
条
第
一
項
に
よ
る
特
別
地

域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
風
致
ま
た
は
景
観
の
維
持
を
図
る
べ
き
も

の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
都
市
的
利
用
、
農
業
的
利
用
等
を
行
う
た
め
の
開
発
行
為

は
極
力
避
け
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
の
他
の
自
然
公
園
地
域
に
お
い
て
は
、
都
市
的
利
用
、
ま
た
は
農
業
的
利
用
を
行
う

た
め
の
大
規
模
な
開
発
、
そ
の
他
自
然
公
園
と
し
て
の
風
景
地
の
保
護
に
支
障
を
き
た
す

お
そ
れ
の
あ
る
土
地
利
用
は
極
力
避
け
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

オ 

自
然
保
全
地
域 

 
 
 
 
 

自
然
保
全
地
域
は
、
良
好
な
自
然
環
境
を
形
成
し
て
い
る
地
域
で
、
そ
の
自
然
環
境
の
保

全
を
図
る
必
要
が
あ
る
地
域
で
す
。 

 
 
 
 
 

自
然
保
全
地
域
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
が
人
間
の
健
康
的
で
文
化
的
な
生

活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
広
く
県
民
が
そ
の
恵
沢
を
享

受
す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
県
民
に
自
然
環
境
を
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
保
全
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

特
別
地
区
（
自
然
環
境
保
全
法
第
二
十
五
条
第
一
項
又
は
第
四
十
六
条
第
一
項
に
よ
る

特
別
地
区
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
お
い
て
は
、
そ
の
指
定
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
自
然

環
境
の
状
況
に
対
応
し
た
適
正
な
保
全
を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

そ
の
他
の
自
然
保
全
地
域
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
土
地
の
利
用
目
的
を
変
更
し
な

い
も
の
と
し
ま
す
。 

 

２ 

五
地
域
区
分
の
重
複
す
る
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
に
関
す
る
調
整
指
導
方
針 

 
 
 

都
市
地
域
、
農
業
地
域
、
森
林
地
域
、
自
然
公
園
地
域
又
は
自
然
保
全
地
域
の
う
ち
二
地
域
が

重
複
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
調
整
指
導
方
針
に
即
し
、
ま
た
、
三
以
上
の
地

域
が
重
複
す
る
地
域
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
か
ら
み
た
優
先
順
位
、
指
導

の
方
向
等
を
考
慮
し
て
、
１
の
⑵
に
掲
げ
る
地
域
類
型
別
の
県
土
利
用
の
基
本
方
向
及
び
１
の
⑶

に
掲
げ
る
地
域
別
の
県
土
利
用
の
基
本
方
向
に
沿
っ
た
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を
図
る
も

の
と
し
ま
す
。 

 
 

⑴ 

都
市
地
域
と
農
業
地
域
と
が
重
複
す
る
地
域                

 

 
 
 

ア 

市
街
化
区
域
及
び
用
途
地
域
以
外
の
都
市
地
域
と
農
用
地
区
域
と
が
重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

農
用
地
と
し
て
の
利
用
を
優
先
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

イ 

市
街
化
区
域
及
び
用
途
地
域
以
外
の
都
市
地
域
と
農
用
地
区
域
以
外
の
農
業
地
域
と
が
重

複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

土
地
利
用
の
現
況
に
留
意
し
つ
つ
、
農
業
上
の
利
用
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
都
市
的

な
利
用
を
認
め
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 

⑵ 

都
市
地
域
と
森
林
地
域
と
が
重
複
す
る
地
域   

 
 
 

ア 

都
市
地
域
と
保
安
林
の
区
域
と
が
重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

保
安
林
と
し
て
の
利
用
を
優
先
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

イ 
市
街
化
区
域
及
び
用
途
地
域
と
保
安
林
の
区
域
以
外
の
森
林
地
域
と
が
重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

原
則
と
し
て
都
市
的
な
利
用
を
優
先
す
る
が
、
緑
地
と
し
て
の
森
林
の
保
全
に
努
め
る
も

の
と
し
ま
す
。   
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ウ  

市
街
化
区
域
及
び
用
途
地
域
以
外
の
都
市
地
域
と
保
安
林
以
外
の
森
林
地
域
と
が
重
複
す

る
場
合 

 
 
 
 
 

森
林
と
し
て
の
利
用
の
現
況
に
留
意
し
つ
つ
、
森
林
と
し
て
の
利
用
と
の
調
整
を
図
り
な

が
ら
都
市
的
な
利
用
を
認
め
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 

⑶ 

都
市
地
域
と
自
然
公
園
地
域
と
が
重
複
す
る
地
域 

 
 
 

ア 

市
街
化
区
域
及
び
用
途
地
域
と
自
然
公
園
地
域
と
が
重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

自
然
公
園
と
し
て
の
機
能
を
で
き
る
限
り
維
持
す
る
よ
う
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
都
市
的

利
用
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

イ 

市
街
化
区
域
及
び
用
途
地
域
以
外
の
都
市
地
域
と
特
別
地
域
と
が
重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

自
然
公
園
と
し
て
の
保
護
及
び
利
用
を
優
先
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

ウ 

市
街
化
区
域
及
び
用
途
地
域
以
外
の
都
市
地
域
と
特
別
地
域
以
外
の
自
然
公
園
地
域
と
が

重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

両
地
域
が
両
立
す
る
よ
う
調
整
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 

⑷ 

都
市
地
域
と
自
然
保
全
地
域
と
が
重
複
す
る
地
域 

 
 
 

ア 

市
街
化
区
域
及
び
用
途
地
域
以
外
の
都
市
地
域
と
特
別
地
区
と
が
重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

自
然
環
境
と
し
て
の
保
全
を
優
先
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

イ 

市
街
化
区
域
及
び
用
途
地
域
以
外
の
都
市
地
域
と
特
別
地
区
以
外
の
自
然
保
全
地
域
と
が

重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

両
地
域
が
両
立
す
る
よ
う
調
整
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 

⑸ 

農
業
地
域
と
森
林
地
域
と
が
重
複
す
る
地
域 

 
 
 

ア 

農
業
地
域
と
保
安
林
の
区
域
と
が
重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

保
安
林
と
し
て
の
利
用
を
優
先
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

イ 

農
用
地
区
域
と
保
安
林
の
区
域
以
外
の
森
林
地
域
と
が
重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

原
則
と
し
て
、
農
用
地
と
し
て
の
利
用
を
優
先
す
る
も
の
と
す
る
が
、
農
業
上
の
利
用
と

の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
森
林
と
し
て
の
利
用
を
認
め
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

ウ 

農
用
地
区
域
以
外
の
農
業
地
域
と
保
安
林
の
区
域
以
外
の
森
林
地
域
と
が
重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

森
林
と
し
て
の
利
用
を
優
先
す
る
も
の
と
す
る
が
、
森
林
と
し
て
の
利
用
と
の
調
整
を
図

り
な
が
ら
、
農
業
上
の
利
用
を
認
め
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 

⑹ 

農
業
地
域
と
自
然
公
園
地
域
と
が
重
複
す
る
地
域   

 
 
 

ア 

農
業
地
域
と
特
別
地
域
と
が
重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

自
然
公
園
と
し
て
の
保
護
及
び
利
用
を
優
先
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

イ 

農
業
地
域
と
特
別
地
域
以
外
の
自
然
公
園
地
域
と
が
重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

両
地
域
が
両
立
す
る
よ
う
調
整
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 

⑺ 

農
業
地
域
と
自
然
保
全
地
域
と
が
重
複
す
る
地
域 

 
 
 

ア 

農
業
地
域
と
特
別
地
区
と
が
重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

自
然
環
境
と
し
て
の
保
全
を
優
先
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 
 

イ 

農
業
地
域
と
特
別
地
区
以
外
の
自
然
保
全
地
域
と
が
重
複
す
る
場
合 

 
 
 
 
 

両
地
域
が
両
立
す
る
よ
う
調
整
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 

⑻ 

森
林
地
域
と
自
然
公
園
地
域
と
が
重
複
す
る
地
域 

 
 
 
 

両
地
域
が
両
立
す
る
よ
う
調
整
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。 

 
 

⑼ 

森
林
地
域
と
自
然
保
全
地
域
と
が
重
複
す
る
地
域 

 
 
 
 

両
地
域
が
両
立
す
る
よ
う
調
整
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
し
ま
す
。 

 

３ 

土
地
利
用
上
配
慮
さ
れ
る
べ
き
公
的
機
関
の
開
発
保
全
整
備
計
画 

 
 
 

別
表
に
掲
げ
た
公
的
機
関
を
主
体
と
す
る
開
発
保
全
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
当
該
計
画
に
基

づ
く
事
業
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
土
地
利
用
上
配
慮
す
る
も
の
と
し
ま
す
。 

 

（
別
表
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

 

県
営
中
山
間
地
域
農
村 

活
性
化
総
合
整
備
事
業 

計 
 

画 
 

名 

農
地
造
成 

（
栗
園
整
備
） 

事
業
目
的 

二
〇
ヘ
ク 

タ
ー
ル 

 

規 

模 

恵
那
市 

中
野
方
町 

位 

置 

岐
阜
県 

計
画
主
体 

岐
阜
県 

事
業
主
体 


